
アンメートによる広葉樹枯殺に関する

二三の考察
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瑞穂(コ)

j企林をもくてきとする地掠えや，手おくれ造林地の[早育，あるいは樹種改i.4にあたって，もっとも厄介

視される fノド業に，支障木ないしは不良新木の懲fQlがある、そしてこの傾向は，とくに集約?創立の凶峨な奥

地林において顕著のようである"従来この種の$11木弊列!については，ノコによる f別荘や，す/または十タ

による捲き枯しがおこなわれてきた Lh. しこの方法は，多くの手間と労カと経費がともなうばかりでな

く，長生き柄しによる安企枯殺にIt，すくなくとも 3~5 年を要L ， 1討簡によってはさらに長い問問が1::、要

である I そこでこのような施業上の l~f~'2?や，荷量な経費の合l111，を軽減するために，かなり以前から，クレ

すソート，硝酸、カリ，塩化ナトリウム，川íl'喰アンモニア，制限ナトリウムなどの薬剤l佑f{{川弐みられつつ

あったが，最近アンメートによって，あらゆる州物の宅細胞に決定，'1']な致死反広をしめすことがあきらか

にされるにし、たったコ筆者はアンメ{トによる仰木枯殺が技術1]0'こ，能率的に，縦的'ド」にとのような矧待

が泊、けられるかについて，二迎ノゴ ， 30c例 rlJの剥皮および 10cm rlJ.!fr1j皮による枯殺処却をおこなってJ 七

'Ii立(1) 1 究した この報行はその手段方法ならびに結果についてとりまとめたもので、ある なお，この実験に

あたって深い関心とご協力をよせられた林業試験場J主体部長以 rr勝美技官および現地弘m1iにご援助をいた

だいた高知支場山脇泉按I~f ， t~:-4:入倫仁枝予(~-:.r!i く感謝の立をささげる

実験

1. 場所高知県幡多郡大"i:Eillj 大学下i百字jd ド国有林，ブ~[F.経営区， 74 林JÚE\' 、ノj、 :H店内

2. 而積 1.0 ha 

3. 施行 1953 ~Iミ 7 月 29~30 日

4. 成績iV司1tの矧IIn 1953~1955 "1' 

5. 方法

A. アンメ{ト B. 二連ノコ C. 30cm .!frIJB: D. 10c問調l皮

この場所は 1953 年 4 月，ヒノキの値殺地であるが，イス，サカキ，シイ， ミズメ，カプノキ，タフ，

クマシデ，ムクロウジ，ホホ，ハイノキ，ハゼ，ヤマモモ，アサダ，ケンポナシ，ウラジロガシの~1が立

木のまま役っており，値殺木の成長を阻害するいわゆるj出不支障木(枯殺の対象となる)は，すべてで 67

本であったりそしてこのなかで従来捲き枯しによって枯死困難といわれるイスがもっとも多く 19 本を占

め，供試木全体の 28% におよんでいる イスは樹皮， 材質ともに硬く， 捲き枯しには多くの手間と労

(1)木曽分場作業研究室長・前高矧支場経営研究室長 (2) 丙知支場造村:研究室員
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ブ1を必要とし，かつ致死頑めいなことで知られている つぎに各処王rn方法ごとの，供試附種の決定につい

ては，同ーの樹積について同じ直径と高さのものがHJ. られな泊、ったこと，またnmrt等汐によるときは，い

ちじるしく樹種の間分をヴとすることとなるので，この実検では，個乃の樹木について，てきぎに~U今選沢

した、したがって，これらの段下|ーにより jt[i立考察することは，あるいはÆf，濯を 1切しがた L 、方、も引けしなし、が

5~~にしてJdlI&l部の平均直径//~各万法ともお~2gc刊の砲問であ iんかっ間種のl'lc分もはば均ーになっ(l 、

るから，この資料によりJt伶考察しでも制りはおそらく少ないものと考えるコ

A. アンメー卜による枯殺処理

アンメ{トはすでに伝えられるように， 19H年，アメリカの千"ユーボン (i片'氾所の自HIWにかかる Ammo

n;u:n Sulfam3.te の化合均でアンメートと名づけーられ，~色のこまかな粒状，í:i~r\11休で 7Kに溶けやすい'i'H1

をもっており，すべてのllr'(:レ71) にこ!与')1豆町jな致死反 fとを，I~l力に発!?ドし，中!I:J''L， ~.荏オ号制はもちろん， ・ W:J:樹木の

枯殺に使用することができる。まずNIJ享， 7-司l7~の 1告殺 v-:'は，アンメ{卜を水に稀釈して君主国にiJ1(úiL.

目見間木については，幹の適当の位置にオノまたはナタをもちいてV字形(クサピ形左もいう)に樹皮をと

おして，材買部にいたる切りこみを入れ，ぞの1毎日が充分にII'，'J うように9t引ををnミスするフリノt- ìJミと，地flil

に近いなるべく大きい側恨の長りだし部 i立に，やや波く切りこみをスれ，これを切り返して木片をとり除

きとの傷口にす占訂I休のまま茶さじに一杯ていど椛っておくノッチ渋の三つがある。このノッチ法は主と

して斑?を阻止するもくできにおこなわれるへつぎに F希釈のd川合 lヱ，海木の葉llÍÎに[白;絞散布する i~í.~合は，

水 11 ，こ 375g. また，フリルの場合は 11 に 5叩g ていどが標準とされている、 会!て，アンメ{トヵ;

制木の休I}ヨ股収に安ーする時;'t:11は，結晶体の場合 24~日時三0. 稀釈液の場合ばそれよりもはるかに平く，

p大な航物jの組織全部に作J11するイヒ小反応;は，およそ 12~18 カ月のJ-tJlJ:日!といわれるけ

しかしながら，この種の佑設斉Ijが!ii'l物の生~ill胞にあたえる致死反応は，その対象となる航物の組成機能

ならびに時!l)]によって大きく左右されることが考えられ

る。たとえば浮管の大小. iWWi.韓tir.' ( 水分)の多少，

気/，\[等がそれであり，このことはまた同時に. +11'(物の生

活伐能主時!!Jli'ドjなむすひ、つきがあるわけで‘あるのすなわ

ち削物Jの生活il;~官Eが活発におこなわれる場合は，樹液の

流動もさかんであり，気温も比較的高く，薬{fIJ の 1吸収~

浸透を助長し，生細胞にあたえる化学:i'I'~反応、は，いっそ

う誘発促進されるであろう。 以上は主としてアンメート

の内情とその使用ならびに時期について要約したが，つ

ぎにこの実験でおこなった処理プ1法について述べる

まず， rj~形のオノをもちいて幹の高さ 85c附の位iltに

V字形の切りこみを入れ，薬液を傷口に泣ミスした、薬j寝

は 1~21 入りの容器におさめ，容骨;トの口はゴムまたはゴ

ノL ク栓をもちい，これに空気の出入りと液の滴出する 2

本のこまかし、管をとおして使用することによって薬液の

むだこぼれを防ぐことができJ呆(11'に使て、あるつ{共礼オミは

Fig. 1 (A) アンメートによる枯殺創刊!図 イスほか 13 種で 25 本，このなかで寵経 3ücm 以 I二の
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アンメートによる枯殺処理とその推移

木 [1'1:援('1'業 処理後の H主拶

!胸高雌告噌怯J 高崎 lAjl;吉弘吉 L古762;百;5tJ;;;62
cm m 秒
24 16.0 274 十惜 H十
28 15.2 302 ート -/1-
29 18.2 335 + -H-
38 17.3 170 イ~十
62 17.6 1063 ー十廿

十十十
十件
州
十件
刊十

アンメートによる広葉樹枯殺にWJする二，三の考察

Table 1. (A) 
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処理時

+十

* 十件
十i十
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+ 
廿
+十
+H 
十社

十

十汁
情

十件
廿
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243 
257 
216 
228 
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2
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村一
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十社
十
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昨

十

十

252 
321 
220 
589 
225 
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16.8 
16.1 
15.5 
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円
、-
9
4
0
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乙
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7 月

29~30 日

計
十件
十仕

掛
-t\十

円
寸μ川
川
肘H
廿
川
甘

十件
十件
十
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十
236 
225 
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243 

11.9 
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十杵

+枠
+仲

十
H片
廿十
冊
十件

ト
256 
288 
305 
230 
478 

10.6 
10.5 
15.4 
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16 クマシデ
17 ムクロウジ
18 ホホ

19 ハイノキ
20 シイ

:?I 、-ti

22 ヤマモモ
之3 アサダ、

24 サカキ 1
25 ケンポナシi

0木- 0本
斗 i グ i + 0 グ
十ト 9 グ 十十!グ
十社 15 グ l 州 24 グ

十件

16木;← 4木

8:3951:小 l 十 5 グ十 9 グ
'1'Y -+十]グ→十 O グ

廿什 3 グ | 甘十 12 グ

平均直径l平均liH高
26cm '; 15.2m 木勺
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記号ー.. .異状がない+...衰退士十... .如死廿1.. ..ti~Y己

jjん要 1.プリ }!-1)ミにより地上 85cm の樹幹に央m:1fl 2. イスのLrBÆ 30cm 以上についてはノ、y チ法を

併用 3. 間接11寺Hn (移動，休恕その他) 9688 秒

それは，かつてイスが従来の搭き枯しによって容易にイスについては，フリル法とノッチ法を併用した

('1'業時

l自は直接(操作) r時叩と，間接(移動，休EE ，その他) n寺山jを含めて 5 時間 1 分 28 秒，平均 l 本当りは

12 分 3秒，また，使用薬液は水 11 に 500g の稀釈液をもちい，これに要したアンメ{トは 900 g であ

枯死できなかったためで，ここでは耳ffl芽阻止とはまったく異なった立場でおこなったものである f

ったο

B. 二連ノコによる枯殺処理

2枚のノコ身が 1 本の Wlに固定され，ノコ身の Ilnl)r\~ と挽きこみの深さは自由に調整二連ノコの構造は，

でき，その使用方法は一般に使われているノコと変りはない)もともと，このノコは収E室期にある立木伐

派の lìiJ年に幹の戸l りに挽きこみを入れることによって，生産丸太の重量;を似度にii的成しうることをもくて

きとして考案された試作品て‘あるが，結局幹の)，司りを複線に深さ 4cm ていど挽きこむことによって，樹

液の流動をいちじるしくはばむことが考えられ，この実験に応用することとした。まず，ノゴ歯の開きを

4cm とし，深さを 5cm に調整し，幹の高さ 85cm の位置に挽きこみを別した。この供試木はイスほか 4

種で 14 :本，作業時聞は白1妾，日出来ともに 3 時間 38 分 10 秒，その 1 本当りは 15 分 30 秒であった。
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オミ

&11lUlì可1!胸高直径ド世
ll1 í金

cm 
23 
26 
27 
'12 
37 

二述ノコによる枯殺処理とその能移

|白3妥作業 処以後の推移

1%3 年 1951 年 1954 年 1956 年
1111 8月 l5 日 4 月 16 日 7 月 25 日 7 月 26 日

Table 2. (B) 

試イ共
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市
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廿
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廿
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廿

十
二
十
+

高 If寺

秒
270 
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358 
618 
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13.1 
12.5 
19.L: 
25.8 
16.5 

日

Q
ノ

5
7
0
6
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1
2
2
4
3
 

種

ス
グ
グ
グ
グ

処盟 11寺!
;番号樹

2 
3 
1 
J 

イ

村十
十仲

Ilt 
十仲
Ilt 

十
円
廿
廿
十
十

十
259 
271 
280 
308 
321 

16.'.1 

9.0 
11.0 
1l.5 
1l.5 

8
9
0
3
4
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1
1
A
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4

勺
4
勺
4

8
9
0
3
4
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市
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叶

+ 
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316 
105 
271 
325 

lO.5 
l6. 白

15.1 
11.0 

ウ
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1
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ノ
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ウ
ん

2
1
9
4
 

つ
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1
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l2 :グ

: 13 ウラジロガシ
; l4 : カゴ、ノキ

キカ
グ
グ
グ
グ

ふ
ノ
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1953 年
7 月

29~30 日

- 0本
ト O グ
4十 2 グ
掛 12 グ

。本
十 3 グ
+十 9 グ
十件 2 グ

8.1ζ 
十 6 グ

十+ 0 グ
H十 0 グ

o 14~ド
ト 0 グ
4十 o グ
H十 1) グ

木 平均点径 \Ii.]z勾 I世I高 4.865flト
26cm 16.3m • '~~~1:7 

1.地1:-. 85cm の樹幹の祁位にノコ身のr::/I\r~~を 4cm ， 加きこみの深さを 5cm に調整使IlJ

2. 間接持1m 8.225 秒

的要

Fig. 3 (C ) 

30cm ífrll!支じよる枯彼処理図

Fig. 2 (B) 

ー述ノコによる枯ー殺処理凶

C. 30cm 剥皮による枯殺処理

この方法は，中形のすノで地上 85cm の幹の位置に巾 3[)crn の剥皮含めぐらし，切りこみの深さは樹

皮をとおして多少木質郊に切りこむていどで，従来一般におこなわれてきた捲き枯しよりも，いちじるし

く r[Jの広いことがことなっているごこの実験のねらいは，巾広く剥皮することによって，致死効果や作業

能率にどのように影響するか，あるいは従来の捲き枯しによって容易に枯死されなかった樹種についてど

のような結呆をもたらすかを知るためで、ある。 剣出土小径木の場合はオノよりもナタが使いやすく，ここ

供試木はイスほか 8 種で 16 本，作業時間はでは，直径 20 crn 以下についてはすべてナタを使用した、
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Table 1. (C) 30cm (巾〕剥皮による恰殺処月!とその准穆

供 試 木 u'i接作業 処J'lll 後の NE ;修
処理時

番号樹 種胸高I~f径官112; 樹高時 間出5t2716吉見51J261
cm cm m 秒
24 25 14.0 321 
28 29 18.2 389 
30 3 1 21 .0 512 
44 44 13.5 850 
50 52 20.2 972 

川
計
川
計
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特
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十

+ 

アンメ{トによる広葉樹1主役にl刻する二，三の考察
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廿
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1953 年
7 月

29~30 日

廿ト
廿
十社
排
十仕

掛

判庁

* 
* 

+ 
ート318 

690 
311 
ι74 

487 
2% 

13.3 
19.8 
16.:, 
12.1 
13.5 
10.5 

ぺd

ム
U
1
4
Q
O
K
U
O

つ
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内J

フ
ム
1
6

フ
白
ベ
ノω

2
4
I
8
4
0
 

z
q
u
Z
1
2
2
 

イ

11 グ

12 ミズメ
13 ウラジロガシ
14 カプノキ
15 3t フe

16 クマシデ

- 9本- 0木
-j-4 ゲ十 l グ
十十 2 グ 廿白グ
十社 l グ 十件 10 グ

14:本
イ← J グ

イ十 O グ
十什 O グ

-Ió本
-1 0 グ
十十 O グ
肝 O グ

平均目立;径平均樹高
28cm 14.5m 

本 7220秒計

2. 間接時間 9401 秒嫡要 1. ~伶の地上高 85cm を中心に巾 30cm の剥皮

4時間 37 分 1 秒で L本当りは 17 分 19 秒を要したけ

D. lOcm 剥皮による枯殺処理

わが国でかなり古くからおこなわれている，いわゆる捲き枯し法で，一般的な方法としては，幹のiiBi'I~:

の位置に，オノまたはナタをもちいて，およそlOc附巾の初~t支をめぐらし，切りこみの深さは1樹皮をとお

して，多少木質部に遠ずるていどである心ところで，この巾 10cm ていどの剥!支がはたして泊当かどうか，

10cm (巾) *~I支じよる柑殺処J~! とその舵拶

直接作業 処珂後の Ht 移

l出 1953 年 1954 年 l ヲ54 年 1955 1f 
日月 15 日 4 月 16 日 7 月 25 日 7 月 26 日

秒
146 
172 
200 
131 
535 

け
甘
川
廿
ト
併
十

高 iI侍
γn 

10.5 
17.5 
15.6 
10.0 
17.3 

木

s ー処即日1\胸高LI~ 比 I直径;樹
cm 
19 
24 
28 
16 

試

日

9
0
7
b
5

日
1
2
2
1
5

Table 4. (D) 
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Fig. 4 (D) 

10cm )ft~皮による枯殺処珂図
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また従 ;Kこの方法によって枯死因燃といわれる間種，たとえばイ

引、二ついては，仙の方法と Iヒ絞倹討する必要がある。この実験で

は幹の高さ 85cm の)，'，jりに rlJ 10cm の剥皮をおこない，切りこみ

の泌さは従来どおりとし. JI'Ú壬 20ιw 以下のノj、径木についてはナ

タを仙川j した、 1~1，試木(;tイスはか 3種で 13 本，作業íI寺町は 2 時

11:] 43 分 26 秒で 111ド当 1) B 分 37 秒を裂したコ

なお，この種の突後Iιあたって考えられることは，労務者の能

力やl経験ぷよる個人法が大きく影持すること，および時1111や行程

について数仰をïE しく氾J唱することが国lげである、そこで，ここ

では斗i.~.g.ìi!i:1跡事業ぷþj':場:し. j谷き枯しに多少i増j放をもっ労務者 1

名に限定したい実験当日の天候は両日とも 11;'1'ヲミにめぐまれ，気j置

は 28~3ü'C の;凡Iljl て‘あった

結 果

実験二ら沼;ごとの成績rJ!HをはMor型後 2 年を限度ーとし，第 11"1は 1953 年 8 月 15 R. 第 21 1 '1を 1954 年 4

月 16 日，第 31' tJを 1954 {I三 7 月 25 日，第 41"1 を 1955 "1三 7 月 25 1::1 におこなった. ，UiJ交の l勾谷は別表

のように側々の{J1;試木iついて，異状なきもの，交j込木，頻死木，枯死木に分:Jtrl:icι止をおこなった今その

結果，アンメ{トの 2"ド後の成#Jfは供試木 25 本について枯死木 2.1 :-:1~. 頻死木 1 本となり;j-HJ:半 fi 9 

%.二迎ノコは供試木 14 木について枯7E木 12 i三，頻花木 2'本で 86% の枯死率. 30cm の剥皮では， ﾟ 

fFJ試木 16 本について，枯死木 10 本，頻死木 5*. 以:J邑木 1 本で 63% の枯死率. 1リ cm の剥皮では供

試木 12 木について，枯子E/j( 7本，頻死木 3 本， E4j込木 2 ::;1三で枯死事は 58% であった、とくに，アンメ

戸トは処四[1 iF後じ枯死 15 本，頻7E7ド 9 本，以辺木 1 木の).>>と績をしめし，ーー般!ぷ業t主H土完全に枯死し，

2 1， 1'ICI には従来の賂き枯しμよって枯死困峨といわれるイスもほとんど約死することがりill られた、また，

二jill ノコはアンメ{トにくらべ枯死厳j位は緩慢であるが 2 年後にはその大部分が枯死し. 30 c削剥皮は二

迎ノコとほぼ同様の経泌をたどるが，イスの枯死効果はやや劣 1). 10 仰1 剥皮ではさらに緩慢で，イスの

枯死効果はもっとも低いことが知られた

つぎに経費削係については，労賃と材料代を含め処Illl方法ごとに之十算し，それぞれ供試木および枯死木

を対象として算出したへその結果，アンメ{トに要した経費は 651 円，供試木 1 本当り 26 円 1 銭，枯死

Table 5. 1.ぷ奨 jí'lj 枯殺生11 rm 別成績

供試木 i 作業 H寺 1m 使)Ij 泊費 成績
j;ti 苧E fiiモ費

処理別 J 本数 i 胸高炉型平均直接門接斗 1 本労賃器具薬剤斗供試 J 枯死枯死枯死 1
i 直比 1直径樹高 E 当り t 本ヨ j 数率本当り

本 cm cml m 秒秒秒分秒， 1 'j円円円 円本% 円
アシメ戸ト 25 19~64: 26 15 ,2 839596881808312.03 251 - 400 651 26.01. 24 96 26.36 
二逮ノコ 14 18~42; 26 16.3 48658225,1309015.36 182 150 - 332 23.71 12 86 26.41 
30 c削剥皮 16 18~52' 28 '14.572209401;1662117.19, 231 50 - 281 17.56 10 63 27.87 
10 捌剥皮: 12 16~55 28 '15.9 '27557051; 9806;13.37; 136 50: -' 186, 15.50 7 58; 26.71 
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処理 1953 年 7 月 29~30 日 成績 1955 年 7 月 26 日現在

摘要1.労賃 1 人 1 日 400 円 2. アンメート 1 ポンド 200 円 3. 二連ノコ 1500 円(10 年償還)

L オノ 500 円 (10 年償還〉



アンメートによる広奨樹枯殺に関する二，三の考雫 (宮川・下問7 - 31 

1 本当りは 2G 円 36 銭，二週ノゴは， 331 1 11で供試木 1 本当り 23 円 7] 銭，枯死木 1 木当りは 26 円

41 銭となり ， 30cJn 須l 皮では 281 円，供試木 1 本当り 17 円 56 主主， 枯死 1 木当り 27 円 87 銭， ま

た ， 10cm 加IJ(:立では 136 円， {j日式木 1 木について 15 円 50 銭， 枯死 1 本当り 26 円 71 銭主なってお

り，枯死刻') q~からみた経費ít ，アンメート，二迎ノゴ 10c附長11 皮 ， 30cm {制度のliIi'i vこ多くなっている》

つぎに労力の点では，二ìIE ノゴおよび剥皮による捲き枯しは，ともに運続的繰返しf供向=を必要とするが，

アンメートは，切りこみの同数がすくなくて足りるから前者に比絞してはるかに俗易である寸

111 むすび

以上の実設によって， アンメートの枯殺が能率的にも経済的にも， もっとも優れていることが知られ

たの rとしてシイ，アサダ，ハイノキ，ケンポナシ，ヤマモモ，パゼ，タプ，カプノキ，ムクロウジ，ホオ、

などは処理後一介z内に，また従来捲き枯しによって符易に枯死されなかったイスも， 2 年内には完全に致

死効果が期1=.y. されるコつぎに，二直ノコによれば，枯死経過はアンメ{トより緩慢ではあるが，ほぽ 2 壬l'

l尽に柑殺r=rl'lりを述することができるコ また， 30c仰の釘l皮l土 10cm 条11 度よりも 1:1~殺効果は期待できるが能

率と経費の面でヲ?っていることが知られた九ただアンメ{トによる村殺の場合は，樹液流動のさかんな時

!t月をえらぶ~、吹'があり，なるべく気温の高い卒ヲごつづきの!擦に究生別することによって，薬液の佼透~I吸収

を助美し，致死反出をしてさらにいっそう誘発促進しうることが考えられるつなお，この実験の結果アン

メ{トは，フリル怯やノッチ主主による場合， 1\1腎ýJ1F早木以外には，なんらの主主影刊をあたえないことが知

られ， 1封筒改14もるいは造林夜降木整翌日のような林内処理にあたっても，きわめて安全かっ効果的に使Ifl

することができる、しかし~rD~rÏ，瀧木ljíiの枯殺を 1011刊とする葉国散布については，そこに既生する有FIlHl;

樹にまったく影響なしに処J!llできない したがって，林門散布にあたってはとくに深し、関心と注意が必要

である、
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Investigation on Withering' Broad-Ieaved 'frees by Using 

“ Ammate" 
Shinichi 孔t1'VAGA¥1'.¥ and Mizuho Sl lJ N けnλ

(R駸um�) 

The authors tri ed t he tests to c 1白r plants which obstruct growth of afforestation trees , 

日口d also unnecessary trees in the afforestation area. Methods applied were: 

1. Ammate, 2. Two edges saw, 3. Bark stripping 30 cm , 4. Bark stripping 10 cm. 

As the result of four experiments on broad寸巴aved tr巴巴s， aml11ate was found to b巴町田t

superior in point of efficiency and economy, the two edges saw was the second, and bark 

stripping 30 cm was superior to b旦rk strippi口g 10 cm. As regards witherif1g the plants, the 
former two were m.ore efficient, and yet lower than th巴 latter two in cost. 

Table of the experiment result on withering broad-leaved trees. 

Result 
M th d Experi-cmアe Co~ wi伽 Remarks eInoa ment tree alaロ1e er withered percentageone tree 

(cm) (yen) (%) (yen) 

"amn1ate" 25 26 
6'-'1 24 96 23.36 j巴r酬pgmnot8un5noz“ndrf am d vmt一rom生evhadeetrery "petMhno 2 e t 

(l 9~62) 

two edges 
14 26 

332 12 86 26.1 i 
two edges -30 

saw ( 18~i2) cm the depth of 
the saw-4cm 

bark strip-: 
16 28 

281 10 63 27.87 j u.se the medium 
ping 30cm ( 18~52) .~. 1 Slze axe 

bark strip. 
12 28 

186 7 58 26.71 {時 the medium 
ping 10cm , (16~58) slze axe 

Experiment late in ]uly 1953. Result late in July 1955. 




